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Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
モ
ン
ゴ
ル
で
開
催

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
内
陸
開
発
途
上
国
国
際
研

究

所
（International T

hink T
ank for 

Landlocked D
eveloping Countries

）
お
よ
び
モ
ン

ゴ
ル
国
統
計
局
と
共
催
で
一
二
月
六
日
（
火
）、
Ｉ
Ｄ

Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
・
経
済
地
理
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）
に
関
連
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ"ID
E

-G
SM

: Its Potential B
enefits and 

Prospect for Collaboration in M
ongolia"

を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
共
催
機
関
で
あ
る
内
陸
開

発
途
上
国
国
際
研
究
所
は
二
〇
〇
三
年
に
内
陸
開
発
途

上
国
の
問
題
解
決
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
ア
ル
マ
テ
ィ

行
動
計
画
を
受
け
、
二
〇
〇
九
年
に
国
連
と
モ
ン
ゴ
ル

政
府
と
の
協
定
に
基
づ
き
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
設
置
さ

れ
た
研
究
所
で
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
同
研

究
所
お
よ
び
同
研
究
の
運
営
委
員
会
に
も
名
を
連
ね
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
国
統
計
局
と
の
共
催
で
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
の
研
究
成
果
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
モ
ン

ゴ
ル
に
お
い
て
紹
介
し
、
そ
の
応
用
可
能
性
に
つ
き
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
モ
ン
ゴ
ル
側
、
日
本
側
の
講

演
と
そ
の
後
の
質
疑
応
答
を
含
む
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
側
か
ら
は
内
陸
開

発
途
上
国
国
際
研
究
所
の
事
務
局
長
、
お
よ
び
国
家
統

計
局
の
研
究
員
が
、
日
本
側
か
ら
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
の
研
究
員
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
冒
頭
、
ア
リ
オ
ン
ザ
ヤ
国
家
統

計
局
長
は
開
会
挨
拶
に
お
い
て
国
家
統
計
局
の
概
要
と

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
寄
せ
る
期
待
が
表
明
し
、
続
く

モ
ン
ゴ
ル
側
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ド
バ
ヤ
ル
内
陸
開

発
途
上
国
国
際
研
究
所
事
務
局
長
が
全
体
の
趣
旨
説
明

に
も
つ
な
が
る
、
内
陸
途
上
国
に
お
け
る
統
計
を
使
っ

た
研
究
の
重
要
性
を
示
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
続
い
て
、
国
家
統
計
局
ア
リ
オ
ン
ボ
ル
ド
上
席
専
門

官
、
バ
ト
ゾ
リ
ク
ト
専
門
官
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け

る
短
期
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
に
関
す
る
講
演
、
同
局
テ
グ
シ

ジ
ャ
ル
ガ
ル
上
席
専
門
官
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
か
ら
二

〇
一
四
年
に
か
け
て
の
モ
ン
ゴ
ル
国
産
業
連
関
表
に
関

す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
日
本
側
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ま
ず
熊

谷
聡
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
・
経
済
地
理
研
究
グ
ル
ー

プ
長
か
ら
人
口
・
産
業
の
地
理
的
分
布
の
変
化
を
空
間

経
済
学
の
理
論
に
基
づ
い
て
長
期
的
に
予
測
し
、貿
易
・

交
通
円
滑
化
の
影
響
を
分
析
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
・
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
概
略
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
、
続
い
て
後
閑
利
隆
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
・

経
済
地
理
研
究
グ
ル
ー
プ
研
究
員
が
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ

の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
空
間
経
済
学
に
関
し
て

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
最
後
に

ジ
ェ
ト
ロ
バ
ン
コ
ク
事
務
所
の
ケ
オ
ラ
・
ス
ッ
ク
ニ
ラ

ン
研
究
員
よ
り
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
応
用
例
と
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
国
と
同
様
、
内
陸
開
発
途
上
国
で
あ
る
ラ
オ

ス
で
の
事
例
に
つ
き
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
質
疑
応
答
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
モ
ン
ゴ
ル
で
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
を
含
め
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
関
係
者

の
関
心
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
今
後
の
研
究
協
力
に
つ
き
、

内
陸
開
発
途
上
国
国
際
研
究
所
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
国
統

計
局
な
ど
の
関
連
機
関
と
協
議
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ–

Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
用
い
た
調

査
・
研
究
、
ま
た
そ
の
成
果
の
モ
ン
ゴ
ル
国
関
係
機
関

へ
の
発
信
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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